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１. 業務の目的 

・平成２８年度に総務省の支援を受け策定した「弟子屈町分散型エネルギーインフラプ
ロジェクトマスタープラン」に基づき、町内に賦存する豊富な地熱エネルギーを活用す
る「地域エネルギー事業」を推進し、町と共に事業を推進する地域事業体を立ち上げ、
地域資源によって得られる収益をエネルギー事業だけでなく、本町の観光、定住等の
サービスに還元する事業を確立する事業のコーディネートを行う。 
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２. 業務内容・スケジュール 
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【今年度業務内容・スケジュール】 
 
（１）地域エネルギー事業モニタリング・進捗管理 
地域事業体の事業及び「弟子屈・ジオ・エネルギー事業」全体の進捗状況をモニタリン
グするとともに、町と地域事業体の協議支援、事業実施に係る発注業務の支援を行う。 
 
ア 地域エネルギー事業の進捗管理 ：随時、関係者と協議 
イ 地域事業体と町の協議への同席、助言、調整 ：関係者会議、及び随時 
ウ 協定書案等の作成の支援、助言 ：随時 
エ 各種事業実施に係る事業者発注業務の支援 ：定例で各月、町と協議実施 
  
（２）打合せ協議 
本業務にかかる打合せ協議を定期的（月１回以上）に実施する。打合せに必要な資料作
成を行う。 



参考：電源接続案件募集プロセスとは 
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３. 業務の状況報告 
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①バイナリ発電事業の掘削・調査状況の確認 
・ＪＡＰＥＸ社による事業実施報告 
 
 
②フラッシュ発電事業の推進 
・電源接続案件募集プロセスが10月4日に開始。 
 
 
③Ｔ－ＧＥＣの事業推進 
・Ｔ－ＧＥＣの今後の事業展開方針にかかる協議、支援 
・町事業の給湯・バイナリ発電事業の受託スキームの検討 
 
 
④新規需要施設に関する検討状況の共有 
・営林署跡地への施設計画について、町民会議を3回（8月、9月、10月、11月）開催し、
構想案をとりまとめ。 
 
⑤弟子屈マイクログリッドＦＳ調査 
・ドーコン社、日本総研での調査着手。 
 



４. 中心市街地再構築全体構想（案） 
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・営林署跡地の活用方策については、「町
民会議」で議論を重ねて、中心市街地活性
化に向けてどのような機能、施設が求めら
れるのかを検討中。（右図は現状案） 
 
・温泉を核として、町内外の人が集まり、
憩うことができる場とする方針。 
 
・現在のエネルギー需要としては、温泉、
プール、サウナ、施設全体の暖房等への活
用、及び電力需要が想定される。 
 
・施設規模等については、今後検討。 温泉
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【基本的な方向性・基本理念】

① 弟子屈町の若者や子育て世代が弟子屈町に誇りと希望を持ち、弟子屈町に暮らすことが楽し

いを思える場を提供する

② 弟子屈町の地域資源を最大限に生かすことで、若者や子育て世代に加えて、町民、町外の

方、観光客等が「交流」し、かつ弟子屈町を「知る」ことができる場を提供する

③ 経済性に十分配慮し、持続可能な運営・経営を行うことで、将来に負担を残さない

中心的な機能として「温泉」を据える



５. 分散型のエネルギーネットワーク構築に向けた新たな枠組み 
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• 経産省は、昨今の地震や台風被害を受け、リジリエンスを確保するため再エネ電源から直
接需要家に配電線を接続して供給する分散型エネルギーネットワークの仕組みを検討中。 

• 系統を介さず、かつ送配電事業としての位置づけをしない「需給一体型」の仕組み。 

出所：経済産業省「電力レジリエンスワーキンググループ中間論点整理」2019年11月6日 



６. 5か年の事業スケジュールの確認 
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・弊社業務を含め、本事業全体において、現時点で想定している5ヵ年の事業スケジュール
イメージは以下のとおり。給湯事業、バイナリ発電事業を先に事業化する。 
・フラッシュ発電事業は、系統接続の問題を踏まえ、実施可能な状況を見定めながら事業
推進を図る。これらの進捗管理及び相互調整を行う。 
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